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隔月会報紙 茨城とベトナム

茨城とベトナム茨城とベトナム
X i n  c h à o  い ば ら きX i n  c h à o  い ば ら き

協
力
体
制
の
構
築

　
日
立
市
の
茨
城
キ
リ
ス
ト
教

大
学
に
は
、
友
好
協
会
が
協
定

を
結
ん
で
い
る
ベ
ト
ナ
ム
、
フ

エ
外
国
語
大
学
の
学
生
が
毎
年

交
換
留
学
生
と
し
て
学
ん
で
お

り
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど
の
交

流
や
協
会
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参

加
、
食
糧
支
援
な
ど
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　
今
回
改
め
て
、
大
学
と
の
交

流
を
正
式
に
依
頼
し
、
更
な
る

活
動
協
力
を
上
野
学
長
に
お
願

い
し
ま
し
た
。

青
少
年
育
成
の
協
力
を
依
頼

　
山
口
理
事
長
は
、
今
ま
で
の

県
内
の
学
生
と
、
フ
エ
外
国
語

大
学
と
の
交
流
や
国
際
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
説
明
を

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
筑
波
大
学
や
茨
城
大

学
、
常
磐
大
学
と
も
連
携
し
、

今
ま
で
に
多
く
の
学
生
が
ベ
ト

ナ
ム
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
携
わ
っ
た
様
子
を
報
告
し
、

会
員
と
し
て
今
後
の
協
力
を
依

頼
し
ま
し
た
。

今
ま
で
の
支
援
に
感
謝

　
上
野
学
長
か
ら
は
、
友
好
協

会
か
ら
本
大
学
の
留
学
生
が
多

く
の
支
援
を
受
け
て
い
る
こ
と

や
元
留
学
生
の
ダ
ン
・
テ
ィ
・

ト
ゥ
イ
・
ヴ
ィ
さ
ん
が
昨
年
関

彰
商
事
株
式
会
社
に
入
社
し
た

話
に
触
れ
、
留
学
生
た
ち
の
サ

ポ
ー
ト
に
感
謝
の
言
葉
が
あ
り

ま
し
た
。

今
後
の
更
な
る
交
流
へ
期
待

　
今
年
度
は
フ
エ
外
国
語
大
学

の
他
に
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
外
国

情
報
技
術
大
学
な
ど
か
ら
の
留

学
生
が
キ
リ
ス
ト
大
へ
の
在
学

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ

感
染
症
も
落
ち
着
い
て
き
た
こ

と
か
ら
、
さ
ら
に
多
く
の
留
学

生
が
訪
れ
る
予
定
で
す
。

　
友
好
協
会
も
活
動
が
再
開
さ

れ
る
こ
と
に
伴
い
、
ベ
ト
ナ
ム

へ
の
学
生
派
遣
協
力
も
ス
タ
ー

ト
す
る
こ
と
に
な
り
、
多
く
の

交
流
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

留
学
生
へ
食
料
支
援

　
現
在
、
茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大

学
に
は
イ
タ
リ
ア
の
ミ
ラ
ノ
大

学
か
ら
一
名
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

リ
ヴ
ィ
ウ
大
学
か
ら
２
名
が
在

籍
し
て
お
り
、
４
月
か
ら
は
フ

エ
外
国
語
大
学
、
ホ
ー
チ
ミ
ン

市
外
国
情
報
技
術
大
学
、
ホ
ー

チ
ミ
ン
市
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
大

学
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
リ
ア
ウ
大

学
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
リ
ヴ
ィ
ウ
大

学
か
ら
８
名
の
留
学
生
が
訪
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
友
好
協
会
か
ら
、

東
南
ア
ジ
ア
の
学
生
に
は
米
３

㌔
と
乾
麺
、
お
菓
子
な
ど
を
、

欧
州
の
学
生
に
は
パ
ス
タ
２
㌔

と
パ
ス
タ
ソ
ー
ス
や
お
菓
子
を

支
援
し
ま
し
た
。

　
当
日
大
学
を
訪
れ
て
い
た
リ

ヴ
ィ
ウ
大
学
の
学
生
に
山
口
理

事
長
が
直
接
手
渡
し
ま
し
た
。

英
語
も
日
本
語
も
堪
能
な
女
子

学
生
は
「
え
、
い
い
ん
で
す

か
。
嬉
し
い
で
す
し
、
助
か
り

ま
す
」
と
笑
顔
で
話
し
、
快
く

写
真
撮
影
に
も
協
力
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　
多
く
の
学
生
と
の
活
動
や
留

学
生
た
ち
の
支
援
に
更
に
力
を

入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学
を
訪
問

　
３
月
24
日
、
友
好
協
会
の
山
口
や
ち
ゑ
理
事
長
、
大
場
和
男
統
括
、
村
田
み
の
り
事
務
局
長
が

茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学
の
上
野
尚
美
学
長
、
梶
田
泰
孝
副
学
長
を
訪
問
し
、
今
後
の
活
動
協
力
を

依
頼
し
ま
し
た
。 青
少
年
育
成
活
動
の
充
実
を
目
指
し
て

写
真
中
央
に
茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学
上
野
学
長
、右
に
梶
田
副
学
長
、

左
に
山
口
理
事
長

ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
の
留
学
生（
右
か

ら
３
番
目
）
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ら
の
会
（
石
澤
令
子
会
長
）
の

久
下
沼
美
枝
子
さ
ん
は
「
電
話

を
し
て
も
仕
事
疲
れ
で
取
り
に

来
ら
れ
な
い
人
や
、
離
れ
た
所

に
住
ん
で
い
る
た
め
こ
こ
ま
で

来
ら
れ
な
い
人
も
い
ま
す
。
い

た
だ
い
た
支
援
物
資
を
直
接
届

け
て
、
励
ま
し
て
き
た
い
。
ベ

ト
ナ
ム
友
好
協
会
か
ら
貴
重
な

支
援
を
い
た
だ
き
本
当
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。
技
能
実
習
生
た

ち
は
大
喜
び
で
す
。
代
わ
っ
て

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
本
当

に
助
か
り
ま
し
た
。
今
後
の
地

域
の
国
際
交
流
に
生
か
し
て
い

き
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
ベ
ト
ナ
ム
人
技
能
実
習
生
の

ト
ゥ
ア
ン
・
ミ
ン
さ
ん
は
「
こ

ん
な
に
た
く
さ
ん
も
ら
っ
て
嬉

し
い
で
す
。
み
な
さ
ん
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と

笑
顔
で
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
会
員
で
常
陸
太
田

市
在
住
の
千
葉
剛
さ
ん
と
友
好

協
会
事
務
局
ス
タ
ッ
フ
の
平
沼

稚
子
さ
ん
が
、
折
り
紙
や
会
場

準
備
、
配
布
を
手
伝
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

　
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
物
価
高
の
影
響
で
、
外
国
人

労
働
者
を
取
り
巻
く
状
況
は
厳

し
く
、
中
で
も
大
き
な
借
金
を

抱
え
て
日
本
に
来
て
い
る
ベ
ト

ナ
ム
人
技
能
実
習
生
に
と
っ
て

は
、
仕
送
り
を
減
ら
す
こ
と
も

で
き
ず
、
生
活
を
切
り
詰
め
て

い
る
人
も
少
な
く
な
い
の
が
現

状
で
す
。

　
常
陸
大
宮
市
地
域
創
生
部
定

住
推
進
課
と
、
常
陸
大
宮
市
国

際
交
流
協
会
（
菊
池
三
千
春
会

長
）
が
、
会
場
の
提
供
や
配
布

の
協
力
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ

と
に
よ
り
、
日
本
語
教
室
で
学

ぶ
多
く
の
労
働
者
を
は
じ
め
、

常
陸
大
宮
市
や
近
隣
で
働
く
た

く
さ
ん
の
外
国
人
労
働
者
な
ど

が
訪
れ
ま
し
た
。

　
現
在
、
常
陸
大
宮
市
に
は
お

よ
そ
３
０
０
人
の
外
国
籍
の
方

が
働
い
て
お
り
、
当
日
支
援
物

資
を
取
り
に
来
た
人
の
中
で
は

ベ
ト
ナ
ム
人
が
一
番
多
く
、
次

い
で
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
タ
イ
、
ネ

パ
ー
ル
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
国
際
交
流
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ば

私
た
ち
は
友
好
親
善
の
懸
け
橋

会
報
紙
の
発
行
を
応
援
し
ま
す

　
３
月
１
日
、
ベ
ト
ナ
ム
の
ソ

ン
ダ
グ
ル
ー
プ
堀
内
博
昭
海
外

事
業
担
当
部
長
と
友
好
協
会
会

員
で
協
同
組
合
Ｓ
Ｏ
Ｒ
ａ
竹
内

利
夫
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
、
友
好

協
会
事
務
所
を
訪
れ
、
山
口
理

事
長
と
懇
談
し
ま
し
た
。

　
協
同
組
合
Ｓ
Ｏ
Ｒ
ａ
は
水
戸

ヤ
ク
ル
ト
グ
ル
ー
プ
５
社
が

「
国
際
貢
献
・
国
際
協
力
」
と

「
地
元
企
業
へ
の
貢
献
」
を
目

指
し
て
設
立
。

　
ま
た
、
ソ
ン
ダ
グ
ル
ー
プ
は

電
力
、
ダ
ム
、
建
設
な
ど
幅
広

い
仕
事
を
し
て
い
る
企
業
で
す

が
、
日
本
企
業
の
ベ
ト
ナ
ム
進

出
や
人
材
派
遣
の
サ
ポ
ー
ト
な

ど
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
日
本
や
ベ
ト
ナ
ム
の

ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
い
て
、
ベ
ト
ナ

ム
か
ら
の
労
働
者
の
受
け
入
れ

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

常
陸
大
宮
市
で
支
援
活
動

国
際
交
流
協
会
が
全
面
的
に
協
力

　
３
月
12
日
、
常
陸
大
宮
市
の
お
お
み
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
友
好
協
会
が
支
援
活
動
を

行
い
、
約
百
人
の
外
国
人
に
、
一
人
当
た
り
米
３
㌔
や
ベ
ト
ナ
ム
の
フ
ォ
ー
な
ど
の
乾
麺
と
ク
ッ

キ
ー
、
ア
メ
や
折
り
鶴
な
ど
を
配
布
し
ま
し
た
。

ソ
ン
ダ
グ
ル
ー
プ
が
理
事
長
を
訪
問

常陸大宮市国際交流協会の皆さんと千葉さん（右）

右
か
ら
竹
内
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、堀
内

部
長
、山
口
理
事
長
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私
た
ち
は
友
好
親
善
の
懸
け
橋

会
報
紙
の
発
行
を
応
援
し
ま
す

＝
ベ
ト
ナ
ム
文
化
紹
介
＝

結
婚
式
と
盛
大
な
披
露
宴

　
６
年
前
に
茨
城
大
学
の
留
学
生
と
し
て

来
日
し
、
当
友
好
協
会
会
員
宅
で
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
な
ど
を
行
い
、
現
在
フ
エ
外
国
語

大
学
で
日
本
語
指
導
を
し
て
い
る
、
グ
エ

ン
・
ス
ア
ン
・
グ
エ
ン
・
ハ
イ
ン
さ
ん
が

３
月
に
結
婚
式
を
挙
げ
ま
し
た
。

　
ベ
ト
ナ
ム
で
は
乾
季
の
９
月
〜
３
月
に

結
婚
式
を
挙
げ
る
人
が
多
い
よ
う
で
、
今

回
、
彼
女
の
結
婚
式
に
招
待
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
フ
エ
市
で
行
わ
れ
た
結
婚
式
の

様
子
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
式
は
、
前
夜
パ
ー
テ
ィ
ー
、
新
婦
側
主

催
の
披
露
宴
、
結
婚
式
と
同
じ
く
新
郎
側

主
催
の
式
で
、
３
日
間
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
前
夜
パ
ー
テ
ィ
ー
は
、
ブ
ラ
イ
ダ
ル
会

社
に
よ
っ
て
飾
ら
れ
た
新
婦
宅
に
、
親
族

や
親
し
い
友
人
な
ど
50
人
程
が
招
か
れ
ま

し
た
。
円
卓
が
５
つ
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
さ
れ

た
庭
で
は
、
出
張
シ
ェ
フ
に
よ
る
料
理
が

振
る
舞
わ
れ
、
夜
遅
く
ま
で
新
郎
新
婦
の

思
い
出
話
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。

　
挙
式
は
、
朝
６
時
に
新
郎
が
新
婦
の
家

に
貢
ぎ
物
を
も
っ
て
迎
え
に
い
く
と
こ
ろ

か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　
ブ
ラ
イ
ズ
メ
イ
ド
（
親
し
い
友
人
５
名

ず
つ
）
が
貢
ぎ
物
を
家
の
中
に
運
び
、
儀

式
は
仏
壇
の
前
で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
家
長
（
祖
父
）
の
あ
い
さ
つ
が
済
む

と
、
新
郎
と
真
っ
赤
な
ア
オ
ザ
イ
を
着
た

新
婦
が
ご
対
面
。
指
輪
を
交
換
し
、
ご
先

祖
様
に
結
婚
の
報
告
を
行
い
ま
す
。

　
両
親
や
新
婦
親
族
が
金
の
ネ
ッ
ク
レ
ス

や
指
輪
等
の
贈
り
物
を
渡
し
終
え
る
と
、

車
で
新
郎
宅
に
移
動
。
新
郎
宅
で
も
同
様

な
流
れ
で
儀
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
飾
り
の
つ
い
た
白
の
オ
ー
プ

ン
カ
ー
に
二
人
が
乗
り
、
親
戚
一
同
は
白

の
レ
ン
タ
カ
ー
10
台
で
後
に
続
き
ま
す
。

フ
エ
市
内
を
ゆ
っ
く
り
と
パ
レ
ー
ド
し
て

か
ら
、
披
露
宴
会
場
へ
と
向
か
い
ま
す
。

　
会
場
は
新
婦
側
新
郎
側
で
別
の
会
場
を

予
約
。
ど
ち
ら
の
会
場
も
中
央
に
階
段
状

の
花
道
が
置
か
れ
、
そ
の
奥
に
ス
テ
ー
ジ

が
あ
る
豪
華
絢
爛
な
ホ
ー
ル
で
し
た
。

　
招
待
客
は
新
婦
側
主
催
の
式
で
約
３
５

０
人
、
新
郎
側
で
７
０
０
人
ほ
ど
。
ど
ち

ら
の
客
数
も
ご
く
一
般
的
だ
そ
う
で
す
。

　
受
付
は
な
く
、
入
り
口
で
新
郎
新
婦
に

あ
い
さ
つ
を
し
、
近
く
に
置
い
て
あ
る
箱

に
ご
祝
儀
を
入
れ
ま
す
が
、
一
人
約
50
万

ド
ン
（
約
２
、
５
０
０
円
）
程
度
の
額
だ

そ
う
で
す
。

　
服
装
は
、
ア
オ
ザ
イ
や
ス
ー
ツ
姿
か
ら

ジ
ー
パ
ン
に
ジ
ャ
ン
パ
ー
ま
で
様
々
。

　
席
の
指
定
は
な
く
、
好
き
な
場
所
に
座

り
、
大
皿
で
出
さ
れ
る
料
理
を
シ
ェ
ア
し

な
が
ら
、
デ
ザ
ー
ト
を
食
べ
終
わ
る
と
自

由
に
退
席
し
て
構
わ
な
い
よ
う
で
す
。

　
披
露
宴
の
流
れ
は
、
バ
イ
オ
リ
ン
の
生

演
奏
、
ダ
ン
サ
ー
に
よ
る
演
技
、
ド
レ
ス

ア
ッ
プ
し
た
新
郎
新
婦
入
場
、
親
族
代
表

あ
い
さ
つ
、
ケ
ー
キ
入
刀
、
シ
ャ
ン
パ
ン

タ
ワ
ー
、
乾
杯
と
続
き
ま
す
。

　
そ
の
後
、
大
音
量
の
カ
ラ
オ
ケ
が
行
わ

れ
る
中
、
新
郎
新
婦
と
両
家
の
両
親
が
各

テ
ー
ブ
ル
を
ま
わ
り
、
参
加
者
に
あ
い
さ

つ
や
記
念
写
真
を
撮
り
ま
す
。

　
日
本
の
結
婚
式
と
比
較
す
る
と
多
少
の

違
い
は
あ
る
も
の
の
、
会
場
の
飾
り
付

け
、
レ
ー
ザ
ー
光
線
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

マ
ッ
ピ
ン
グ
に
映
し
出
さ
れ
る
２
人
の
前

撮
り
画
像
、
バ
ル
ー
ン
、
花
火
な
ど
、
目

を
見
張
る
盛
大
な
演
出
で
し
た
。

結
婚
式
に
参
加
し
た
大
場
統
括
夫
妻
と
ハ
イ
ン

さ
ん
と
友
人
た
ち

新
婦
ハ
イ
ン
さ
ん
と
ブ
ラ
イ
ズ
メ
イ
ド
た
ち



2023年 （令和5年）    ３月15日

私
た
ち
は
友
好
親
善
の
懸
け
橋

会
報
紙
の
発
行
を
応
援
し
ま
す

が
い
る
こ
と
で
、
不
法
滞
在
者

が
後
を
絶
た
ず
、
不
法
滞
在
の

外
国
人
が
増
え
る
と
市
町
村
の

治
安
悪
化
の
心
配
も
取
り
沙
汰

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
外
国
人
労
働
者
は
、
人
と
人

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

不
足
し
て
い
る
た
め
、
雇
う
側

は
き
ち
ん
と
人
と
し
て
関
わ
る

こ
と
が
必
須
で
す
。

　
文
化
の
違
い
は
大
き
く
、
日

本
の
文
化
や
ル
ー
ル
を
覚
え
て

も
ら
う
こ
と
が
大
事
で
、
雇
う

側
も
共
に
生
活
し
て
い
る
私
た

ち
も
意
識
改
革
の
必
要
性
を
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
２
月
19
日
、
八
千
代
町
多
文

化
共
生
マ
ン
ス
リ
ー
セ
ミ
ナ
ー

に
て
講
師
で
下
妻
警
察
署
の
柴

田
氏
に
よ
る
と
八
千
代
町
や
鉾

田
市
な
ど
で
不
法
滞
在
者
が
増

え
て
い
ま
す
が
、
県
北
は
不
法

滞
在
者
を
受
け
入
れ
な
い
対
応

を
し
て
お
り
、
地
域
に
よ
る
差

も
大
き
い
よ
う
で
す
。

　
不
法
滞
在
者
に
お
い
て
は
茨

城
県
が
６
年
連
続
全
国
ト
ッ
プ

で
、
そ
れ
に
伴
う
犯
罪
も
起

こ
っ
て
い
ま
す
。

　
工
場
や
ヤ
ー
ド
（
囲
が
鉄
壁

等
で
囲
ま
れ
た
作
業
場
）
や
自

動
車
販
売
業
で
働
く
人
、
農
業

に
携
わ
る
人
な
ど
、
仕
事
に

よ
っ
て
出
身
国
が
異
な
る
場
合

が
多
い
の
が
現
状
で
す
。

　
現
在
警
察
は
直
接
外
国
人
労

働
者
の
声
を
聞
い
て
お
り
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
多
国
籍
語
で

対
応
し
て
お
り
、
直
接
自
動
車

部
品
を
扱
っ
て
い
る
業
者
や

ヤ
ー
ド
な
ど
の
外
国
人
労
働
者

が
多
く
集
ま
る
場
所
に
も
積
極

的
に
立
ち
入
り
、
指
導
や
情
報

収
集
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　
犯
罪
に
つ
な
が
る
要
因
と
し

て
、
換
気
も
不
十
分
な
コ
ン
テ

ナ
ハ
ウ
ス
に
多
く
の
人
数
で
住

ま
わ
さ
れ
、
不
法
滞
在
者
が
い

る
家
な
ど
も
あ
り
、
劣
悪
な
生

活
を
し
て
い
る
労
働
者
が
い
る

現
実
が
あ
り
ま
す
。

　
働
く
場
所
が
あ
り
、
雇
う
人

　
茨
城
県
の
在
留
外
国
人
数
は

７
万
８
千
人
で
、
県
全
人
口
の

２
・
７
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
国
別
で
は
、
１
位
ベ
ト
ナ
ム

１
３
、
８
９
１
人
、
２
位
中
国

１
２
、
１
４
５
人
、
３
位
フ
ィ

リ
ピ
ン
１
０
、
４
９
２
人
、
４

位
ブ
ラ
ジ
ル
、
５
位
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
在
留
資
格
別
に
見
る
と
、
永

住
者
等
を
除
き
、
技
能
実
習
が

１
４
、
８
８
６
人
（
31
％
）
、

次
に
専
門
的
・
技
術
的
分
野
の

在
留
資
格
が
１
０
、
３
０
８
人

（
21
％
）
で
、
産
業
別
で
は
、

製
造
業
が
最
も
多
く
、
農
業
・

林
業
と
続
い
て
い
ま
す
。

○
市
町
村

　
市
町
村
別
に
見
る
と
、
つ
く

ば
市
が
１
１
、
４
９
０
人
と
最

多
で
、
そ
の
う
ち
中
国
人
が

３
、
３
１
４
人
、
ベ
ト
ナ
ム
人

が
１
、
４
６
６
人
、
韓
国
人
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ブ
ラ
ジ
ル
と
続

き
ま
す
。

　
つ
く
ば
市
は
外
国
人
の
約

20
％
（
２
、
４
３
３
人
）
を
留

学
生
が
占
め
て
お
り
、
産
業
に

お
い
て
も
学
術
研
究
、
専
門
・

技
術
サ
ー
ビ
ス
業
が
多
い
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　
次
い
で
常
総
市
、
土
浦
市
、

古
河
市
、
と
な
っ
て
い
ま
す
。

常
総
市
、
土
浦
市
は
製
造
業
に

携
わ
る
外
国
人
が
多
く
、
外
国

人
児
童
数
も
そ
れ
ぞ
れ
３
０
４

人
、
１
７
７
人
、
１
４
６
人
と

多
い
こ
と
か
ら
、
家
族
滞
在
が

多
数
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
そ
の
児
童
生
徒
の
教
育
が

大
き
な
課
題
の
一
つ
に
な
っ
て

い
る
の
が
現
状
で
す
。

デ
ー
タ
で
見
る
在
留
外
国
人
に
つ
い
て

共
生
に
向
け
た
取
り
組
み
と
課
題

　
出
入
国
管
理
庁
が
公
開
し
た
２
０
２
２
年
の
デ
ー
タ
を
も
と

に
、
茨
城
県
内
の
在
留
外
国
人
に
つ
い
て
考
察
し
ま
し
た
。
ま

た
、
２
月
19
日
、
八
千
代
町
多
文
化
共
生
マ
ン
ス
リ
ー
セ
ミ
ナ
ー

で
の
、
外
国
人
労
働
者
を
取
り
巻
く
状
況
を
報
告
し
ま
す
。

地
域
産
業
と
労
働
力
問
題

　
一
方
、
鉾
田
市
を
は
じ
め
農

業
を
主
要
産
業
と
し
て
い
る
市

町
村
に
お
い
て
は
、
技
能
実
習

生
の
存
在
が
欠
か
せ
な
い
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
茨
城
県
は
北
海
道
に
次
い
で

全
国
第
２
位
の
農
業
生
産
額
を

誇
り
「
首
都
圏
の
台
所
」
と
も

呼
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
農
業
従

事
者
の
高
齢
化
が
進
む
中
、
若

い
働
き
手
と
し
て
の
実
習
生
が

い
な
く
な
っ
た
ら
「
東
京
か
ら

野
菜
が
消
え
る
」
と
さ
え
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
単
に
一
地
域
の
問
題
で
は
な

く
、
茨
城
県
全
体
の
農
業
を
ど

う
す
る
か
と
い
う
大
き
な
課
題

が
見
え
て
き
ま
す
。

在留資格別外国人労働者数
①専門的技術的分野 21.3％
②特定活動 5.6％
③技能実習 30.8％
④資格外活動 8.3％
⑤永住者 17.7％
⑥配偶者 6.6％
⑦定住者 9.7％

①

②

③④

⑤

⑥
⑦

外
国
人
を
取
り
巻
く
課
題
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私
た
ち
は
友
好
親
善
の
懸
け
橋

会
報
紙
の
発
行
を
応
援
し
ま
す

生
労
働
省
の
機
関
で
す
。

外
務
省
ピ
ザ
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

　
日
本
へ
の
入
国
審
査
証
（
ビ
ザ
）
申
請

に
必
要
な
案
内
、
申
請
手
続
き
な
ど
、
ビ

ザ
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

日
本
貿
易
振
興
機
構
（
ジ
ェ
ト
ロ
）

　
高
度
な
知
識
や
技
能
を
有
す
る
外
国
人

材
の
活
用
を
促
進
す
る
た
め
の
情
報
提
供

や
、
高
度
人
材
を
活
用
す
る
中
堅
・
中
小

企
業
に
対
す
る
支
援
を
提
供
し
ま
す
。

　
各
市
町
村
や
企
業
が
抱
え
て
い
る
外
国

人
労
働
者
の
問
題
や
手
続
き
に
関
す
る
こ

と
が
１
カ
所
で
対
応
し
て
も
ら
え
ま
す
。

　
電
話
で
の
相
談
も
可
能
で
す
が
予
約
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

東
京
都
新
宿
区
四
谷
一
丁
目
６
番
１
号

四
谷
タ
ワ
ー
13
階

　
Ｆ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｋ
に
は
、
外
国
人
支
援
に
関

連
す
る
４
省
庁
８
機
関
が
ワ
ン
フ
ロ
ア
に

集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
が
連
携
し
な
が
ら

様
々
な
相
談
に
対
応
す
る
ほ
か
、
地
方
公

共
団
体
が
設
置
す
る
一
元
的
な
相
談
窓
口

か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に
対
応
し
た
り
、
地

方
公
共
団
体
職
員
へ
の
研
修
、
情
報
提
供

を
行
っ
て
い
ま
す
。

東
京
出
入
国
在
留
管
理
局

　
日
本
に
在
留
す
る
外
国
人
や
外
国
人
を

雇
用
し
た
い
企
業
関
係
者
等
へ
予
約
制
の

個
別
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
方
公
共
団
体
に
対
し
て
、
外

国
人
に
関
す
る
相
談
や
対
応
に
つ
い
て
助

言
を
行
っ
て
い
ま
す
。

出
入
国
在
留
管
理
庁

　
在
留
支
援
課
開
示
請
求
窓
口
は
、
外
国

人
向
け
の
相
談
窓
口
の
整
備
・
運
営
の
支

援
、
地
方
公
共
団
体
等
と
の
連
携
・
対
応

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

東
京
法
務
局
人
権
擁
護
部

　
外
国
人
及
び
障
害
の
あ
る
人
に
対
す
る

差
別
や
い
じ
め
、
虐
待
な
ど
各
種
の
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
人
権
に
関
す
る
相
談

や
救
済
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
（
法
テ
ラ
ス
）　

　
国
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
法
的
問
題
解

決
の
た
め
の
「
総
合
案
内
所
」
で
す
。

　
日
本
に
住
む
経
済
的
に
余
裕
の
な
い
外

国
人
に
対
し
、
無
料
法
律
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。

東
京
労
働
局
外
国
人
特
別
相
談
支
援
室

　
外
国
人
を
雇
用
す
る
事
業
主
に
対
し
、

労
働
基
準
法
の
労
働
関
係
法
令
や
労
務
管

理
な
ど
の
相
談
、
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、

労
務
管
理
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

東
京
外
国
人
雇
用
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
高
度
外
国
人
財
の
就
職
支
援
を
行
う
厚

外
国
人
在
留
支
援
セ
ン
タ
ー

　
２
月
25
日
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
国
際
活
動
市
民
中
心
（
Ｃ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ａ
）
の
新
居
さ

ん
の
案
内
で
、
八
千
代
町
多
文
化
共
生
・
ま
ち
お
こ
し
推
進
隊
の
ニ
エ
ケ
ひ
と
み
さ
ん
と

村
田
み
の
り
事
務
局
長
が
、
東
京
四
谷
の
外
国
人
支
援
セ
ン
タ
ー
Ｆ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｋ（
フ
レ
ス

ク
）
を
取
材
し
ま
し
た
。
当
日
は
東
京
出
入
国
在
留
管
理
局
在
留
支
援
部
門
受
入
環
境
調

整
担
当
官
安
本
大
輔
統
括
審
査
官
が
丁
寧
に
案
内
、
説
明
し
て
く
れ
ま
し
た
。

安
本
統
括
審
査
官（
右
）と
八
千
代
町
ま
ち
お
こ
し

推
進
隊
の
ニ
エ
ケ
さ
ん（
中
）

Ｆ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｋ
で
は
多
方
面
の
相
談
が
出
来
ま
す



介護福祉士実務者研修

介護職員初任者研修
令和５年６月６日開講予定

４月･７月･11月開講コース
社会福祉法人祥風会 サポートセンター・研修室

祥風会のInstagramとFacebookを随時更新中です！「祥風会」で検索してみて下さい！

～令和５年度～
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○
私
た
ち
は
友
好
親
善
の
懸
け
橋
・
会
報
紙
の
発
行
を
応
援
し
ま
す
○
○
○
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私
た
ち
は
友
好
親
善
の
懸
け
橋

会
報
紙
の
発
行
を
応
援
し
ま
す

や
、
７
つ
の
高
校
か
ら
大
勢
の
高
校
生
が

審
査
員
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

　
16
カ
国
43
人
の
応
募
者
か
ら
選
ば
れ
た

11
カ
国
15
人
、
茗
溪
学
園
の
生
徒
か
ら
大

学
生
、
会
社
員
な
ど
年
齢
も
職
業
も
様
々

な
代
表
者
が
、
日
本
に
来
て
感
じ
た
テ
ー

マ
を
も
と
に
発
表
し
ま
し
た
。

　
テ
ィ
さ
ん
は
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
通
し
て

気
付
い
た
日
本
人
の
心
配
り
、
優
し
さ

や
、
相
手
に
対
す
る
思
い
や
り
の
素
晴
ら

し
さ
、
日
本
文
化
の
奥
深
さ
に
つ
い
て
熱

心
に
話
し
ま
し
た
。

「
ア
ル
バ
イ
ト
先
の
人
も
そ
う
で
す
が
、

友
好
協
会
の
皆
さ
ん
に
は
こ
の
一
年
ず
っ

と
支
援
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
で

不
安
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
う
し

て
日
本
語
の
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
ま
で
に
な
り
ま
し

た
。
と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
が
、
忘
れ
ら

れ
な
い
１
日
と
な
り
ま
し
た
。
応
援
し
て

く
だ
さ
っ
た
み
な
さ
ん
に
心
か
ら
感
謝
し

て
い
ま
す
」
と
元
気
に
話
し
ま
し
た
。

　
金
賞
は
日
立
さ
く
ら
日
本
語
学
校
の
韓

国
人
の
キ
ム
・
ヒ
ョ
ン
ミ
ン
さ
ん
」
不
思

議
だ
ら
け
の
居
酒
屋
」
と
題
し
て
ユ
ー
モ

ア
を
交
え
て
日
本
で
気
づ
い
た
文
化
の
面

白
さ
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。
閉
会
後
に

「
い
つ
も
お
米
な
ど
の
支
援
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
友
好
協
会
の
支
援
の

お
礼
を
伝
え
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。

　
近
年
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
無
観
客
の

ネ
ッ
ト
配
信
に
よ
る
開
催
で
し
た
が
、
今

年
度
は
会
場
に
観
客
を
入
れ
て
実
施
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
筑
波
大
学
国
際
交
流
支
援
室
長
を
は
じ

め
、
県
内
の
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

　茨城キリスト教大学の留学生グエン・マイン・ティさんが、２月18日
ザ・ヒロサワシティ会館小ホールで開催された、公益社団法人茨城県国際
交流協会主催の「第32回外国人による日本語スピーチコンテスト」に出場
し、「日本人の心配り」についてスピーチを行いました。

日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
に

フ
エ
外
大
留
学
生
が
チ
ャ
レ
ン
ジスピーチコンテスト参加者のみなさん

緊
張
の
中
ス
ピ
ー
チ
す
る
テ
ィ
さ
ん
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私
た
ち
は
友
好
親
善
の
懸
け
橋

会
報
紙
の
発
行
を
応
援
し
ま
す

に
励
ま
し
合
い
な
が
ら
こ
の
日
を
迎
え
、

多
く
の
学
生
た
ち
は
涙
の
卒
業
式
と
な
り

ま
し
た
。

　
ほ
と
ん
ど
の
学
生
は
大
学
や
専
門
学
校

に
進
み
、
将
来
は
介
護
の
仕
事
に
就
き
た

い
と
話
す
学
生
が
大
多
数
を
占
め
て
い
ま

し
た
。
一
日
も
休
ま
ず
に
授
業
に
出
席
し

た
、
ベ
ト
ナ
ム
人
の
ホ
ア
ン
・
バ
ー
・
ボ

ン
さ
ん
は
「
自
分
に
自
信
が
持
て
ず
、
は

じ
め
は
孤
独
な
日
本
で
の
生
活
で
し
た

が
、
先
生
方
が
背
中
を
押
し
て
く
れ
て
、

ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
を
は
じ
め
、
多
く

の
こ
と
に
挑
戦
で
き
る
自
分
に
成
長
で
き

ま
し
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
松
浦
み
ゆ
き
校
長
先
生
は
「
ベ
ト
ナ
ム

友
好
協
会
さ
ん
に
は
、
特
定
の
国
の
学
生

だ
け
で
な
く
困
窮
し
て
い
た
全
て
の
学
生

を
何
度
も
支
援
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ベ
ト
ナ
ム
人
も
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
避
難
し

て
き
た
学
生
も
本
当
に
助
か
り
ま
し
た
。

同
じ
思
い
を
持
つ
職
員
と
力
を
合
わ
せ
て

困
難
な
状
況
を
乗
り
越
え
て
こ
の
日
を
迎

え
ら
れ
ま
し
た
」
と
話
し
、
友
好
協
会
の

支
援
に
感
謝
の
意
を
伝
え
ま
し
た
。

　
在
校
生
の
グ
エ
ン
・
ト
ゥ
イ
・
ガ
ー
さ

ん
は
「
不
安
だ
ら
け
の
日
本
で
の
生
活
、

先
輩
た
ち
が
支
え
て
く
れ
た
。
今
度
は
私

た
ち
が
新
入
生
を
支
え
て
、
日
本
で
の
夢

に
向
か
っ
て
頑
張
り
た
い
」
と
誓
い
を
新

た
に
し
ま
し
た
。

　
11
人
の
日
本
語
学
校
の
学
生
は
、
コ
ロ

ナ
禍
で
ア
ル
バ
イ
ト
も
減
っ
て
し
ま
っ
た

中
、
多
く
の
人
に
支
え
ら
れ
て
、
次
の
夢

に
向
か
っ
て
卒
業
し
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
の
水
際
対
策
で

学
生
た
ち
は
、
な
か
な
か
入
国
許
可
が
降

り
ず
、
日
本
語
学
校
と
個
人
を
ズ
ー
ム

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
会
議
）

を
使
い
授
業
を
行
い
な
が
ら
入
国
で
き
る

日
を
待
ち
ま
し
た
。
よ
う
や
く
入
国
し
て

か
ら
も
先
生
や
職
員
が
ア
ル
バ
イ
ト
を
探

し
て
支
援
し
、
厳
し
い
状
況
の
中
、
互
い

コ
ロ
ナ
禍
の
困
難
乗
り
越
え
て

日
立
さ
く
ら
日
本
語
学
校
卒
業
式

　
３
月
３
日
、
日
立
市
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
日
立
さ
く
ら
日
本
語
学
校
の
第

４
回
卒
業
証
書
授
与
式
が
行
わ
れ
、
友
好
協
会
が
卒
業
式
の
招
待
を
受
け
、
村
田
み
の
り

事
務
局
長
が
来
賓
を
代
表
し
て
挨
拶
を
し
ま
し
た
。

加
藤
理
事
長
か
ら
証
書
を
受
け
取
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

か
ら
の
学
生

ア
オ
ザ
イ
姿
で
送
辞
を
読
む
ガ
ー
さ
ん

松
浦
校
長（
中
央
）と
職
員
、卒
業
生
た
ち
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■
新
入
会
員

▽
宮
内
美
佐
夫（
行
方
市
）▽
社

会
福
祉
法
人
二
希
会
前
島
純
子

（
つ
く
ば
市
）敬
称
略

し
て
い
る
と
こ
ろ
を
訪
問
し
、

フ
ォ
ン
担
当
医
か
ら
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

　
道
路
整
備
も
十
分
で
な
い
道

を
、
砂
埃
を
上
げ
る
バ
ス
に
揺

ら
れ
ベ
ト
ナ
ム
の
避
暑
地
と

な
っ
て
い
る
ダ
ラ
ッ
ト
へ
。
ガ

ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
も
な
く
、
路

肩
で
売
っ
て
い
る
瓶
に
入
っ
た

ガ
ソ
リ
ン
を
買
っ
て
は
給
油

し
、
移
動
し
ま
し
た
。

「
ニ
ャ
チ
ャ
ン
で
シ
ク
ロ
に

乗
っ
た
よ
な
ぁ
」

「
鍋
と
ポ
ッ
ト
を
持
参
し
、
冷

日
越
外
交
樹
立
50
周
年
事
業

「
茨
城
に
広
げ
よ
う
ベ
ト
ナ
ム

の
素
晴
ら
し
さ
」
（
仮
題
）
を

開
催
し
ま
す
。

　
公
益
社
団
法
人
水
戸
青
年
会

議
所
が
毎
年
行
っ
て
い
る
「
ち

び
っ
子
広
場
」
の
中
で
、
ベ
ト

ナ
ム
タ
イ
ム
を
設
け
て
外
交
樹

立
50
周
年
を
祝
い
ま
す
。

第
48
回
ち
び
っ
子
広
場
き
ら
め

け
こ
の
命

会
場
／
日
時

令
和
５
年
５
月
21
日
（
日
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

　
千
波
公
園
ふ
れ
あ
い
広
場

ベ
ト
ナ
ム
紹
介
、
ダ
ン
ス
、
歌

ブ
ー
ス
で
は
ベ
ト
ナ
ム
料
理
販

売
、
ア
オ
ザ
イ
試
着
体
感
コ
ー

ナ
ー
な
ど

「
ベ
ト
ナ
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

会
場
／
日
時

代
々
木
公
園
６
月
３
・
４
日

　
（
友
好
協
会
協
賛
・
後
援
）

大
阪
城
公
園
６
月
10
・
11
日

池
袋
西
口
公
園
４
月
８
・
９
日

福
岡
天
神
中
央
公
園
４
月
15

日
・
16
日

　
友
好
協
会
理
事
の
小
野
昭
夫

さ
ん
と
株
式
会
社
城
光
断
熱
の

小
澤
作
光
さ
ん
は
共
に
土
浦
市

在
住
。

　
１
９
９
２
年
、
下
山
田
虎
之

介
会
長
に
誘
わ
れ
て
、
13
人
の

参
加
者
と
共
に
初
め
て
ベ
ト
ナ

ム
を
訪
れ
ま
し
た
。
当
時
ま
だ

ベ
ト
ナ
ム
へ
の
直
行
便
が
な

く
、
香
港
で
の
飛
行
機
の
乗
り

換
え
に
８
時
間
、
15
〜
16
時
間

か
け
て
ホ
ー
チ
ミ
ン
に
到
着
。

た
く
さ
ん
の
自
転
車
や
バ
イ
ク

に
迎
え
ら
れ
、
爆
弾
の
跡
が
残

る
街
並
み
を
通
り
、
ツ
ー
ズ
ー

病
院
へ
。
ベ
ト
ち
ゃ
ん
ド
ク

ち
ゃ
ん
が
ま
だ
分
離
手
術
を
受

け
る
前
で
、
ふ
た
り
が
食
事
を

え
て
い
な
い
ビ
ー
ル
を
飲
ん
だ

の
が
懐
か
し
い
」
「
よ
く
行
っ

た
な
ぁ
」
と
、
当
時
の
写
真
を

見
な
が
ら
笑
い
ま
し
た
。

　
防
空
壕
の
ト
ン
ネ
ル
を
く

ぐ
っ
て
メ
コ
ン
川
へ
抜
け
た

り
、
戦
争
証
跡
博
物
館
（
ホ
ー

チ
ミ
ン
）
で
は
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

の
影
響
を
受
け
た
胎
児
が
ホ
ル

マ
リ
ン
の
中
に
あ
っ
た
り
と
衝

撃
を
受
け
た
が
、
あ
れ
か
ら
30

年
、
ベ
ト
ナ
ム
の
発
展
は
目
を

見
張
る
も
の
が
あ
り
、
そ
の
変

化
を
見
て
こ
れ
た
の
は
感
慨
深

い
と
話
し
ま
す
。

「
現
在
は
多
く
の
ベ
ト
ナ
ム
人

が
日
本
で
働
い
て
い
る
。
雇
っ

て
い
る
人
も
、
関
わ
っ
て
い
る

団
体
も
人
と
し
て
ベ
ト
ナ
ム
の

若
者
た
ち
に
し
っ
か
り
と
関

わ
っ
て
ほ
し
い
」
と
願
い
を
語

り
ま
し
た
。

友
好
協
会
も
55
周
年
を
迎
え
、

ベ
ト
ナ
ム
の
人
と
の
関
わ
り
を

大
切
に
考
え
、
活
動
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

people
第
一
次
友
好
訪
問
を
振
り
返
っ
て

外
交
樹
立
50
周
年
／
友
好
協
会
55
周
年

　
今
年
、
日
本
と
ベ
ト
ナ
ム
は
外
交
樹
立
50
周
年
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

茨
城
県
ベ
ト
ナ
ム
友
好
協
会
は
、
前
身
の
日
本
ベ
ト
ナ
ム
友
好
協

会
茨
城
県
連
合
会
の
設
立
か
ら
55
年
に
な
り
ま
す
。
３
月
20
日
、

設
立
初
期
の
メ
ン
バ
ー
で
第
一
次
ベ
ト
ナ
ム
友
好
訪
問
団
に
参
加

し
、
現
在
も
会
員
と
し
て
会
に
協
力
し
て
い
る
２
人
に
当
時
を
振

り
返
っ
て
話
を
聞
き
ま
し
た
。

当
時
の
思
い
出
を
懐
か
し
そ
う
に
語

る
小
澤
さ
ん（
右
）と
小
野
さ
ん（
左
）
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